
新大正毛紙切手3銭切手帳ペーンの珍しい枠線。いずれも確認1～数点。
上段3ペーンの色調は、bright rose-red、下段3ペーンの色調は、rose-red ［90％縮小］

「新大正毛紙切手の切手帳ペーンの分類（下）」より［本文8ページ］
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◆ 初めに
　無加刷の桜連合4銭単葉は、印刷時期によって用紙が3種に分類できることが以前から一部で知られている。
同じ用紙を使っていた支那字入葉書にも、印刷時期によって異なる用紙が使われているほか、加刷文字の位
置に違いがあることが判った。桜連合 4 銭支那字入葉書の用紙の違いは厚さによるもので、分類には比較対
象物をマイクロゲージなどを使ったり、手触りで判断したりする必要があるが、加刷文字位置の違いはミリ
単位の定規があれば判別できる。また、この加刷文字位置違いによるはがきは、 希少性の点でも倍以上の差が
あり、分類する価値があると考える。

◆ 加刷文字位置
　加刷文字位置の差異は、印面下部と加刷文字
間の距離である。印面下部に印刷されている「支
那」文字の「支」第２画上部と印面下部の間隔
が 2.5㎜と 2.0㎜の二つに分けられる。この間
隔は「支」第２画以外にも、｢那」第１角や「阝」（お

おざと）の旁上部でも印面とは 2.5㎜または 2.0
㎜間隔になっており、「支那」文字が印面と並
行であるのを併せて示している。桜連合 4 銭
支那字入葉書で未済ともに残存数の多い（１）文
字間隔 2.5㎜のはがきを Type Ⅰ、残存枚数の少ない文字間隔 2.0㎜のはがきを Type Ⅱとする（図 1、2）。用
紙の伸縮等によって 0.1㎜程度の差は生じるが、2.5㎜と 2.0㎜間隔の分類に迷うはがきは存在しないはずであ
る。また、慣れれば目視でも 2.5㎜と 2.0㎜の差は十分に判別できる。
　単葉の未済 50 ～ 60 枚ほどを調査した限り、文字間隔 2.5㎜と 2.0㎜の 2 種類しか見つからず、未済の市場
残存数や当時のはがき需要数から考えて、これ以上、加刷文字間隔が異なるはがきが出現する可能性は低い
と考える。なお、活字サイズ（ポイント数）、書体および「支」「那」文字の活字間隔は Type Ⅰ、Type Ⅱと
もに同じようであり、カタログ記載の通り、明朝活字 5 ポイント、活字間隔 4㎜で、タイプの違いに関わら
ず活字本体と文字問距離に差異はなさそうである。
　桜連合 4 銭支那字入往復葉書は未使用 10 数枚程度の調査枚数ではあるが、 往信面／返信面ともに印面との
文字間隔 2.5㎜の Type Ⅰ以外、筆者は確認できていない。往復はがきに関して、未使用残存数も少なく、使
用済報告が皆無に近いことからも、１回の印刷で需要数が事足りたと考えられ、加刷文字間隔は Type Ⅰのみ
と考えている。

◆ 支那字加刷文字の印刷
　桜連合 4 銭葉書の印刷は、無加刷、加刷ともにはがき１枚分サイズの原版を増殖させた実用版を 12 面もし
くは 16 面並べ、枚葉紙印刷機でおこなったものと推定している。加刷文字は切手と異なり、実用版に予め「支
那」文字を扶植してはがき印面などと加刷文字を同時に印刷したと考えている（１次実用版に「支那」文字
を扶植した２次実用版を作り、それを 12 ～ 16 面増殖して印刷したことも考えられる）。従って、実用版を
作り替える際に扶植する「支那」文字の位置が微妙にずれたことが差異の原因になったのではないかと考える。
　類似の状況が青分銅 11/2 銭支那字入葉書（単葉）にも見られる。同時期に使用された青分銅 11/2 銭支那字
入葉書には、周知のように異種活字の組み合わせによって3種の加刷タイプ（活字タイプ違い）が存在している。
その中で未済とも最も残存数の多い Type Ⅰには、複数以上の「支」「那」文字間隔の距離違いが報告されて
いる（２）。青分銅 11/2 銭支那字入葉書は、桜連合 4 銭支那字入葉書と比べ残存数の桁が 2 つは違い、印刷回

杉原　正樹
桜連合４銭支那字入葉書の加刷文字位置違い

図１、２  印面下部と「支」第２画上部の間隔（文字間隔）の差異

図１  文字間隔2.5㎜
　TypeⅠ（残存数多い）

図２  文字間隔2.0㎜
　TypeⅡ（残存数少ない）

2.5㎜ 2.0㎜
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数も実用版への「支那」文字扶植作業数も遥かに多かったことが、青分銅 11/2 銭に複数以上の文字間隔バラ
エティを生んだと考えられる。

◆ TypeⅠ、TypeⅡの使用時期と印刷時期
　桜連合 4 銭支那字入葉書の初期使用は、淡墨連合 4 銭支那字入葉書が売れ残っていたため比較的遅く、筆者
が確認した範囲では第一次大戦勃発１年後の 1915 年 5 月、画像のあるデータでは同年 6 月の上海局、次いで
8月の青島野戦局が初期使用といえる。初期使用と考えられる上海、青島抹消の2点はいずれもTypeⅡである。
Type Ⅰは1915 年 8 月の青島野戦局が初期データである。Type Ⅱの出現が 2 ヵ月だけ早いが、青島野戦局で
はこの時期（1915 年 8 月）に Type ⅠとⅡを同時使用している。しかし、データ集積できた 1915 年 8 月の青
島野戦局抹消例は、Type Ⅱが１点ある他は残りが全て Type Ⅰであり、同年中の Type Ⅱ使用例としても青島
ではこの１点だけである。データが少ないため、Type Ⅱは上海からの持ち込み使用の可能性も排除できない。
　Type Ⅱの使用例は、中間データとして上海、青島（欧文印）、福州などで 6 例を確認している。一方、
1922 年の末期使用（葉書料金 8 銭時期）として上海、青島などで 3 点を確認している。2019 年 4 月時点で
Type Ⅱの使用済は合わせて10点程確認している。
　文字間隔 2.5㎜の Type Ⅰは、1922 年まで青島、上海、天津、漢口、北京、済南など確認局は 10 局に満た
ないものの、各地で連続した使用例が見出される（とくに青島での使用は “ 集中使用 “ と言えるほど多い）。
多くのTypeⅠ使用済に交じって10点程のTypeⅡが複数局で散発的に使用された合理的理由は思いつかない。
　これまでの出現数から判断する限り、Type Ⅱの使用済と Type Ⅰの割合は、1：4 ～ 5 程度と考えられる。
未使用での希少性差は、1922 年の Type Ⅱ使用例が 3 点あることから鑑み、閉局時の収集目的の買い置き行
動も考えられることから Type ⅡとⅠとの差は 1：3 ～ 4 程度と考える。
　Type ⅠとⅡの印刷時期順序も、初期データの少なさと遅さから確定できていない。薄弱な根拠ではあるが、
往復はがきの全てが Type Ⅰであることから、Type Ⅰが初めに印刷されたと考えている。ただ、 Type ⅠとⅡ
の現状での初期使用の差は数ヵ月ほどであり、後述する用紙と Type Ⅰ、Ⅱの関係性から、ほぼ同時期に印刷
され、 Type Ⅰ、Ⅱの単葉がたまたま、青島局に配給された可能性も否定できない。

◆ 用紙分類との組合せ
　桜連合 4 銭支那字入には 2 種類の用紙が使われた。桜連合 4 銭の用紙は無加刷・加刷ともに共通であり、
両者間で厚さや表面状態など用紙差異は見受けられない。やや専門的な分類になるが、用紙の違いと加刷文
字位置違い（Type Ⅰ、Ⅱ）の組合せも併せて記載する（表）。桜連合 4 銭は、印刷時期によって無加刷で 3 種、
加刷では 2 種の用紙に分類できる。第一次大戦
末期に出現した無加刷の最後期厚手用紙を除き、
初期印刷にみられる厚さ 210 ～ 220㎛程度の「初
期厚手用紙」（黒色「見本」加刷が例示的である）と、
第一次大戦中に出現した 170 ～ 190㎛程度の「中
期薄手用紙」が桜連合 4 銭支那字入葉書に存在
する。用紙の厚さは僅かの差であるが、慣れれば用紙の腰の柔らかさで概ね分類が可能である。「初期厚手用紙」
と「中期薄手用紙」の残存数差は未済とも相当にあるものの、評価はカタログ上での注記程度に留めておいて
もそう問題はない。
　桜連合 4 銭支那字入葉書の文字位置差異と用紙の組合せは、 Type Ⅰは初期厚手用紙（210 ～ 220㎛）と中期
薄手用紙（170 ～ 190㎛）の両方に存在するが、Type Ⅱは初期厚手用紙しか見つかっていない。先述のよう
に調査サンプル数は決して多くないものの、現状では加刷文字位置違いと用紙の組合せは 3 種類に “ 確定 ” し
ても間違いはないと考える。

註：（1） 使用済残存数の多寡による判断。未使用でも同様の傾向はあるが、多寡の差は若干程度縮小する。
（2） 島田健造「中国使用の青分銅葉書の分類」『フィラテリスト』15巻10号（1983年10月）日本郵趣協会

用紙区分 初期厚手用紙
（210 ～ 220㎛厚）

中期薄手用紙
（170 ～ 190㎛厚）

「支那」加刷文字
位置

TypeⅠ TypeⅠ
TypeⅡ 存在なし（と思われる）

表  用紙の違いと加刷文字位置違いの組合せ
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考古学絵葉書の歴史とその使用方法について 
平田 健 

明治末期から製作された｢考古学絵葉書｣について、日本考古学史を専門と

する筆者に、その変遷と魅力の一端を解説していただきます。     （編） 
 

はじめに 

考古学絵葉書と聞いて、具体的な絵葉書をイメージできる人はまずいないだろう。催事で時々目にする埼玉県吉

見百穴や、福岡県大宰府政庁跡の礎石が写された、見栄えのしない絵葉書がそれである。これら絵葉書がその存

在すら知られずにいるのは、博物館などを除き発行部数が100部程度と私家版に近いことが一因として挙げられる。

否、絵葉書の花形である美人や、ノスタルジックな街並みを手元に再現してくれる風景・名所絵葉書のような魅力に

乏しいことが何よりの理由であろうことは、収集・研究している筆者自身が一番自覚しているところである。 
改めて考古学絵葉書とは何か。筆者は、「絵画面に印刷された被写体が出土遺物や遺跡などで、製作や出版の

過程で考古学者が直接的または間接的に関与した絵葉書」1) と定義している。昭和20年（1945）までに発行された

考古学絵葉書のうち、平成31年（2019）2月までに確認しているのは932組4,519葉であり、決して少ない数ではな

い。本稿では、明治末から大正期にかけて考古学絵葉書の普及に尽力した研究者を紹介し、その特殊な使用方法

を明らかにすることで、考古学絵葉書に潜む魅力を闡明していきたい。 
 
１ 考古学・人類学研究への絵葉書の導入 

国内最初の考古学絵葉書は、明治38年（1905）頃に発行された 『石器時代紋樣繪端書』（6葉一組、如山堂書店）

である。これまで未確認であったが、近年の調査でようやく1葉の同定に至った。図1（東京大学大学院情報学環所

蔵）は本誌が初公開。石版刷りで、絵画面上半に青線で描いた上沼部貝塚出土土版の石膏模型を交差させて配し、

余白には白銀色を引く。図案は、東京帝国大学理科大学人類学教室の画工であった大野延太郎（1863-1938）によ

る。縄文土器の文様を図案化するなど、デザイナーとしても活躍していた大野延太郎ならではの着想といえよう。 
ところで、図1は大野延太郎が坪井正五郎に宛てた絵葉書である。坪井正五郎（1863-1913）は東京帝国大学理

科大学人類学教室を主宰し、現在の考古学や民族学などを横断する「人類学」を提唱、東京人類学会など研究体制

を全国的に組織した。また、三越呉服店内に設置された流行会や児童用品研究会に参画し、玩具開発を指導して

いる。日本葉書会の名誉賛助員にも就任、機関誌 『ハガキ文学』 などを通じて絵葉書の普及を推進した。 
絵葉書を考古学や人類学研究に導入したのも坪井正五郎である。諸人種の容貌体格、風俗の写真画像を入手

する手段として積極的に活用した坪井正五郎は、人類学教室の調査で撮影されたアイヌなどの先住民族や、帝国

版図内の民族に関する写真原版を用いて 『人類學繪はかき』（明治39年、明治41年頃）を出版している。発掘調査

風景や出土遺物などを逸早く絵葉書に仕立てて販売したのも、恐らくは坪井正五郎のアイデアであった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 図１ 『石器時代紋樣繪端書』 

図２ 「中古に於ける凱旋式」第二案写真 
中央の大将が高橋健自 図３ 「武裝男子埴輪土偶」絵葉書 

せんめい 
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２ 考古学研究のための絵葉書へ 

考古学絵葉書の体裁に秩序を与え、研究資料へと昇華させたのは東京帝室博物館学芸委員であった高橋健自

（1871-1929）である。有職故実にも精通し、大礼紀念切手（大正4年）や第一回国勢調査紀念切手（大正9年）など

の意匠図案審査会委員を務めたことでも知られる。 『明治三十七八年戰役 陸軍凱旋觀兵式紀念繪葉書』（乙之部）

の「中古に於ける凱旋式」では、図案用の写真撮影のため自ら鎧を纏って主将に扮する（図2）2) など、時代や風俗

に関する考証には極めて厳格な態度で臨んだ。 
東京帝室博物館や神宮徴古館など、博物館収蔵資料の絵葉書を製作・販売したのも高橋健自である。考古学絵

葉書では、東京帝室博物館発行 『歷史繪はがき』 上古遺物號（大正14年～）が5葉一組で全37号、下野史談会発

行 『下野考古資料』 絵葉書（大正8年）が50葉一組など、大部な絵葉書集を手掛けている。 
高橋健自編集の絵葉書を見てみよう。図3は 『歷史繪はがき』 上古遺物號（其廿一）のうち、群馬県新田郡世良

田出土の挂甲武人埴輪である。絵葉書の画面を分割し、右側に正面、左側に背面と埴輪の写真を展開する。上段

には遺物名と出土地、下段には所蔵者名、下段左には縦書きで「高一三九糎」と寸法が記載されている。多面的な

写真を掲載することで、遺物の三次元情報を二次元の絵葉書に記録することに成功している。そして、出土地や寸

法など考古学者が必要とする情報が印字されたことで、研究カードとしての体裁が整えられたのであった。 
 
３ 考古学絵葉書の使用 

考古学絵葉書の大半は、研究者個人や学会など研究組織が製

作・販売しており、博物館などで販売されていたものを除き一般の

人が入手する機会はほとんどなかった。そのため、実逓便の多くが

考古学者同士の遣り取りである。このほかの用途として、講義や研

究会の参考資料として製作されたものがある。東京美術学校で考古

学や美術史を講じていた高橋健自は、『歷史繪はがき』 上古遺物

號をベースにした講義資料用の絵葉書を製作していた。コロタイプ

印刷であるため画像が鮮明であること、余白が多く講義内容や所見

を直接書き込むことができるなどのメリットがあった。 
絵葉書を論文などの図版に使用した例も散見される。図4は、昭和5年（1930）考古學會第35回総会に先立ち行

われた益田孝男爵所蔵品展覧会を記念した絵葉書である。朱線で枠を囲み、「2寸」とサイズを指定したのは帝室博

物館鑑査官の矢島恭介（1898-1978）である。本図は展覧会記事とともに『考古學雜誌』第20巻第6号に掲載された。 
 
おわりに 

坪井正五郎によって考古学・人類学研究に導入された絵葉書は、高橋健自により研究カードとして体裁が整えら

れ、戦前期の考古学研究の基礎資料となった。発掘調査の概報や収集した遺物などを絵葉書に仕立て、配布する

ことで、その情報が研究者間で共有された。絵葉書自体が定型化されていることも、収集・整理には有用であった。 
研究カードや論文の原図に用いられた考古学絵葉書は、切手を貼られ世界を旅することなく、『送られない絵葉

書』として研究者の書棚で永く愛蔵されていた。今日目にする機会が少ないのは、こうした特性に起因するのである。 
 
末筆ながら、寄稿の機会を与えて頂いた相原正人氏、板橋祐己氏に御礼を申し上げます。また、大野延太郎に

ついては鈴木希帆氏、藏田愛子氏、『石器時代紋樣繪端書』の画題については品川欣也氏に御教示頂きました。 
 
【文 献】 

１）平田 健 編 『日本考古学百景 戦前の絵葉書にみる遺跡と遺物』（吉川弘文館、2015年） 
２）樋畑雪湖 『日本繪葉書史潮』（日本郵券倶樂部、1936年） 

図４ 「金銅製鉢」絵葉書 
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１．はじめに
　我が国最初の航空書簡は､ 1949 年（昭和 24）3 月 1 日、額面 38 円として発行された。これは、同年
の 7 月 10 日に額面 62 円の後継航空書簡が発行されるまで、僅か 4 ヵ月強の短命に終わることとなった。
このため、収集家の手元には、この期間内に購入された未使用のほか、発行当初に作られた初日カバーな
どが残ったが、実逓された書簡のほとんどは、海外に送られたまま、長らく日本には戻ってこなかった。
　発行後 70 年を経過した今日までに、こ
の最初の航空書簡は、その発行量から見れ
ば僅かではあるが、日本に戻ってきている。
こうした実逓使用例も参照しながら、この
航空書簡について、意外に注目されなかっ
た問題点を指摘しておきたい。

２．第１次印刷（#AR1）
　38 円航空書簡として最初に発売されたものは、印面が青色、地紋が淡青緑色で刷られていた。カタログ
では特に記述していないが、書簡の周辺に印刷された平行四辺形模様は、青色とだいだい色の 2 色になっ
ていた。
　収集家や切手商は、初日にこれをまとめて購入し、その幾らかは窓口で初日印の押捺を依頼し、非実逓
の初日カバーが作られた。一方、日本郵趣協会（JPS）の名称で差出された、初日カバーは、米国ニューヨー
ク局留置として、東回りと西回りがそれぞれ十通程度作られたと、故水原明窗氏は証言していた。この東
回り便（図1）には ”Via Eastern”、また西回り便（図2）には ”Via Western” の文字が、それぞれ赤色のゴム
印で押捺されている。

魚木　五夫
Classification and Usages of 38yen Air-Letter, 1949
38円航空書簡の分類と使用例

航空書簡発行70 周年記念

料金 38 円 62 円

3.1
1949.

4.1 5.1 6.1 7.1 7.10

#AR1

#AR2

有効加貼期間
（38 円 +24 円）

#AR3
38
円
発
行

62
円
発
行

こ
の
頃
改
色

初日
（淡色）

（濃色）

航空書簡・料金改定と発行の変遷

図１（左・Via Eastern）、図2（右・Via Western）  FDC
いずれも実逓された初日カバーの例。航空書簡の表面記載

事項や押捺印影はこれらと同じでも、裏面にニューヨーク
局の到着印が無いものは、実逓と証明できないので要注意。
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　現在残っているこれら初日実逓便の、米国
ニュ ーヨーク局到着日付を観察すると、
　　西回り便 ……３月６日、又は３月７日
　　東回り便 ……３月７日
のそれぞれ機械印が裏面に押捺されている。な
お実逓のものでも、この到着印が押捺されてい
ないものもある。
　また、この航空書簡に通信文を記載し、明ら
かに実逓されたと見られる例は、決して多くは回収されていない。特に３月中のこうした実逓使用例で、
収集家に保存されている例は少ない（図3）。
　なお、この第 1 次印刷書簡の発売枚数は、逓信省の発表から推定すると、20 万枚だったと考えられる。

３．第２次印刷 (#AR2)
　最初の書簡は、例えば発行当時の米国あて航空書状料金が、最低61円（＝書状料金16円＋航空増し料
金45円）であったことを考えると、かなり安価な印象を与えた。そのためか、郵便局のストックは予想以
上の速さで売り切れ、4 月下旬には、追加印刷のものが予告なしに窓口に現れるようになった。これは、
第１次印刷分に比べて、印面の刷色が濃青色となり、書簡の周辺に印刷された平行四辺形模様は赤色となっ
た。また地紋の刷色は淡灰緑となって、コントラストが高まった。専門カタログで AR2 としてリストされ
ているのが、この第２次印刷分である（図4）。
　これは、第１次印刷分（#AR1）が売り切れ
次第発売されたので、その発売日は郵便局に
より異なっていた。これがいつ最初に発売さ
れたかは、ハッキリしないが、４月下旬と推
定されている。その内、実際に郵便に使用さ
れたものの大多数は、米国宛てに送られたも
のと推定されるが、米国の収集家もすぐこの
新種に気付き、当時の郵趣誌上に、新種とし
て報告されている。
　第２次印刷分は、このように予告なしに出
現したので、これを入手した収集家や切手商

AR1（左）とAR2（右）の刷色の違い  ２種の印面付近を拡大し
て示すと、印刷２色と地紋色の違いが歴然と分かる。

図5  AR2を用いたニセ初日カバー　実逓のように見せかけ
ているが、非実逓なのでかえって不自然さが目立つ。

図3  AR1 ３月中の実逓使用例。この例は神奈川・座間局か
ら、３月19日ニューヨーク宛てのもの。文面もある。

図4  AR2 ５月中の実逓使用例。東京中央局から５月21日に、
米国ペンシルバニア州ランカスター局宛て（裏表紙参照）。
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の中には、見せかけの初日カバーを作ろうとした人が居たようである。その結果、東京中央郵便局の外国
郵便窓口で、外信用櫛型日付印の日付を故意に変更させ、３月１日という日付のニセ初日カバーが多数作
られたらしい（前ページ図5）。これはその後市場に広く出回ったので、事情を知らない収集家は、３月 1
日に２種類の色調の異なる書簡が発売されたと、信じる結果になってしまった。この事実は、当時米国の
日本切手研究会（ISJP）で活躍していた、東京在住の故スポールディング氏によって指摘され、詳細な事情
は同会の機関誌にも報告されている［文献 2］｡
　なお、この第２次印刷の発売数量は、逓信省の発売記録から見ると 17 万枚と考えられ、第１次印刷の
ものより少なかったことが分かる。
　非実逓の「初日カバー」がニセ物となると、当然実逓の書簡が重要になる。しかし、38 円書簡そのもの
の実逓便が全体的に少ないのだから、この第２次印刷がより少ないのは当然とも言える。
　更に困ったことに、この年の６月 1 日には、国際郵便料金の改正が行われ、航空書簡も従来の 38 円か
ら 62 円へ、大幅な値上げが実施された。このため、第２次印刷の書簡は意外に短命のものとなった。そ
して、次項で述べる加貼使用の例を加えても、発行された全数の内、売れ残ったものもあると考えられる
ので、17 万枚より少ない発売数にとどまったとも想像される。

４．料金値上げ後の加貼使用
　1949 年６月 1 日の新料金施行後は、新額面の航空書簡発行が間に合わなかったため、郵便局では在庫
の 38 円書簡に窓口で在庫の 24 円分の切手を加貼し、62 円で発売することとなった。この時点で在庫の
38 円航空書簡は、ほとんどが第２次印刷分（#AR2）だったと考えられる。そこで、窓口売りされた加貼
書簡は、第２次印刷分である確率が極めて高い。また、利用者側の手元にストックされていて、24 円を加
貼したものは、第 1 次印刷分（#AR1）が多い。
　この時期に、額面 24 円という普通切手は、まだ発行されていないので、郵便局で加貼した書簡は、大
部分がすかし無しの 20 円 ｢植林｣ と４円「かり｣ の組合せとなっていた（図6、7）。
　いずれにしても、６月 1 日から 62 円書簡発行の７月 10 日までの期間は、加貼書簡だけが有効という、
我が国の郵便ステーショナリーとしては、余り例の無い状態にあった。そこでこの期間に限った、実逓の
加貼航空書簡を探してみると、これまた相当に少ないことが分かる（図8）。
　ついでながら、先進諸国の郵便ステーショナリー収集家の間では、料金を加貼したものは、こうした「新
料金の後継種類」が発行されるまでの間だけが、有効期間と考えられている。このことは、国際切手展の
出品規則にも反映されているが、JAPEX 規則では、これが忠実に表現されていない。

図6  62円料金時期のAR1加貼使用例。郵趣便で通信文は
無いが、1949年６月26日の東京中央局欧文印による引受
け例で、差出人が手持ちのAR1に加貼したものだろう。

図7  62円料金時期のAR2加貼使用例。図6と同じ差出人が、
恐らく手持ちのAR2に、６月1日発行の新切手などを貼り、
６月11日に東京中央局から米国に宛てた郵趣便。
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５．時期外れの加貼使用
　これまで、多くの収集家が興味を示してきた、38 円航空書簡の 24 円加貼使用例は、そのほとんどが 62
円書簡発行後のものである。従ってこれらは、郵便史の材料ならいざ知らず、郵便ステーショナリーとし
ては、面白くない材料と言える。この種のものの典型的な例は、
　　平等院鳳凰堂 24 円切手
　　第１次富士箱根以降の国立公園 24 円切手
　　観光地百選の 24 円切手
などを加貼したものである。これらの評価には、加貼された切手の使用済評価が加わると、思い込む人が
多いようだが、実はそうでない。郵趣家による ｢後使い｣ の証明になっているだけで、国際的な常識では、
本質的な評価には結びつかないことに、注意する必要がある。

６．実逓使用例の問題点
　航空書簡の実逓使用例は、まず第一に妥当な通信文の記載が必要である。ドイツ・ミッヘルのステーショ
ナリー・カタログなどは、通信文の有無でステーショナリーの評価を区別し、通信文の無いものは、かな
り低く評価している。
　また、この時代には、ほぼすべての国が到着印を省略しているので、実逓であることを直接的に証明す
るのは難しい。転送・紛来・還付・検閲などで、偶然外国の郵便印が押捺されている、むしろ異常な例で
のみ、実逓が証明できるという問題点もある。
　また、実際の使用例の場合には、ほとんどの受取人がフラップを切断して開封しているため、状態とし
て不完全なものが多いことも、収集上では問題となっている。

７．まとめ
　以上説明してきたように 38 円航空書簡には、窓口での発売期間により次の 3 種類がある。
　　（１） 第１次印刷分　1949 年 3 月 1 日から約 2 ヵ月間発売
　　（２） 第２次印刷分　1949 年 4 月下旬頃から 5 月末まで発売
　　（３） 24 円切手加貼発売分　1949 年 6 月 1 日以降発売
　もちろんこうした発売事情は、各郵便局により差があるが、収集家としてはこれを読みに入れた、五体
満足で適切な通信文の記入がある、実逓使用例を確保する必要があろう。

【参考文献】
1.  魚木　五夫、「航空書簡」、関西郵趣、48号(1953)、pp.4-5.
2.  R.M.Spaulding,”Japanese Aerogrammes”,I.S.J.P., Vol.X, pp.201〜206.

図8  62円料金時期初日のAR2加貼
使用例。荒井国太郎氏からハワイの
河村照道氏に宛てた実逓便。さすが
に、文面で意図的に差出されたこと
が示され、フラップも無傷で開封さ
れている（裏表紙参照）。
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◆ 度重なる郵便料金値上げと短い適正使用期間
　図1をみて下さい。一見、1次新昭和塔30銭、1枚貼りの封書のよ
うに見えますが、実は30銭切手付き封筒の印面部分を切り抜いて、

別の封筒に貼って使用した、たいへん珍しい使用例です。この切手

付封筒の売価は料額面より高い40銭、そのため料額印面の部分を

無目打切手のように切り抜いて、別の封筒に貼って使うことができ

ました。図1はその切り抜き使用例ですが、たいへん珍しいものです。
ステーショナリーの中には、このような使い方をされたものがあり、これらはぜひ収集に加えたいものです。

　さらに、この30銭切手付き封筒は、1947年（昭和22）2月15日の発行ですが、その1ヵ月半後の4月1日には、

第1種料金が30銭から1円20銭に値上げされました。その結果、この封筒の単独適正使用期間は1ヵ月半と短

く、使用例としてたいへん少ないものとなります。

　そのような訳で、図1の印面切り抜きの単独使用例は、二重の稀少性を持った使用例ということになります。
　次に、図2は1947年4月15日発行の外信用50銭往復はがきですが、同年4月1日から、外信用はがき料金は
50銭から2円になっていて、この50銭はがきは、最初から1円50銭切手を加貼して使用されました。

　終戦直後の日本は、生活物資の不足からインフレーションに襲われ、郵便料金の値上げが度たびありまし

たが、そのたびに、新料金用の郵便切手やステーショナリーの発行は遅れたり間に合わなかったりして、適

正使用期間の短い切手、ステーショナリーが数多く存在しています。これら少ない実逓使用例を揃えていく

天野　安治

戦後ステーショナリーは使用済が面白い
本誌連載でもおなじみ、天野安治さんの「戦後の郵便料金改訂とス
テーショナリー使用例収集」が、採録範囲を大幅に拡充した全編書
き下ろしの郵趣モノグラフとして刊行されます。天野さんに戦後ス
テーショナリー使用例収集の面白さを語っていただきます。　（編）

はじめての解説書　郵趣モノグラフ28・8月10日刊行

図1　30銭切手付き封筒の切り抜き、単独適正使用例　川和／昭和22（1947）．
4.1.。30銭料金最終日（3.31）に投函、新料金初日（4.1）の日付印を押して差立。

図2　外信用50銭往復はがき、郵便75年 50銭、1円
加貼、返信部未使用　厳原／昭和23（1948）.6.15.
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ことが、収集の醍醐味といえるでしょう。

◆ 特殊で限られた使用例
　図3は小包はがき3円に「3円収納」印を押し、6円小包はがきとして発行されたものの使用例です。3円小包
はがきは1951年（昭和26）6月1日に発行されました。しかし、同じ年の11月1日の料金値上げにより小包はが

き料金は6円となり、図3のような3円収納印押捺の6円はがきの登場となりました。額面6円の夢殿小包はが
きの発行は、遅れて1964年（昭和39）5月1日になります。

　小包はがきは、せっかく発行されてもあまり使用されず、適正使用期間の短い3円はもちろん、3円収納印

を押した6円も、残されている使用例は少ないように思います。これを揃えるのは難しいだけに面白く、やり

甲斐のある収集となりますが、あまり集められていないのが実情です。

　あまり集められていない、といえ

ば、図4の物品保険扱い郵便カバー
なども、ほとんど知られていない使

用例のひとつでしょう。これと並行

して展開された通貨保険扱いも含め

て見ていく必要がありますが、封筒

の変遷と郵便料金のそれを絡めた収

集は、切手展でも見たことがありま

せん。

　本書では、度重なる戦後の郵便料

金の値上げを柱にして、それに対応

して発行、使用されたステーショナ

リーを絡めて、多彩な使用例を取り

上げ、解説を加えてみました。郵便

物として逓送されたステーショナリ

ーの多彩な使用例、その収集の面白

さを知っていただければ幸いです。

図3　小包はがき3円へ「3円
収納」印を押捺した6円はが
き　高梁／ 3円収納　岡山
玉川／昭和28（1953）.1.7.

図4   物品保険扱い便   名古屋
逓信展小型シート（10円）、国
土緑化1円20銭貼（物品保険料
500円まで10円、第1種便1円
20銭）　長野梓／昭和22（19 
47）. 4.6.　戦後物品保険扱い
の使用例はこの1点のみ

本文ページより ［左］戦後最初の普通はがき・桜5銭の単独使用例。適正使用期間はわずか5日間。［中］桜15銭、稲束50銭はがき
の朝鮮半島／台湾宛て、特別料金の使用例。［右］桜15銭往復はがきの単独適正使用例、返信部未使用。単葉よりはるかに少ない。

←裏面　　宛名面↑
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■2018年10月10日発行定  価 3,780 円（税込）荷造送料 430 円
【お問い合せ先】公益財団法人 日本郵趣協会  TEL：03-5951-3311 FAX：03-5951-3315 メール：info@yushu.or.jp

郵趣モノグラフ27

｢日本国際切手展2021（仮称）」
出品に向けての、必読本です！

好 評 発 売 中 ！！

■Ｂ５判・並製／カラー96ページ

JAPEXへの出品コレクションリーフの作り方を、｢全国切手展JAPEXルールブック｣
を基に解説！ リーフ作りの向上を目指す全収集家にお勧めです。

榎沢祐一・著全国切手展JAPEXルールブック準拠
切手コレクションリーフ制作ハンドブック

■（公財）日本郵趣協会 刊
■（公財）日本郵趣協会 審査委員会 監修

戦後ステーショナリー、初の解説書！
天野安治・著 「戦後ステーショナリーは使用済が面白い」

８月10日・刊行！ ——郵趣モノグラフ28

集めて面白い戦後の使用済を中心に！

▶ B 5 判・並製 128㌻（オールカラー）
●ご予約価格 （いずれも税込）　荷造送料 430 円

維 持 ･ 正 会 員 ：3,456 円（3,200 円＋税）
普通会員・一般：3,672 円（3,400 円＋税）
　定　　　価　：3,888 円（3,600 円＋税）

＊表紙図版及びページ数は、現在制作中のため変更となる
場合があります。

予約締切：７月20日（土）
〔当日消印有効〕

● 

お
申
し
込
み
は
、本
誌
前
号
同
封
の
振
替
用
紙
で
！

　戦後の混乱の中から、最初の郵便ステーショナリー桜花５銭が
発行されて以来、今日まで数多くのステーショナリーが発行されて
きた。しかし、その使用例についての解説書は、刊行されていない。
　戦後ステーショナリーの使用済は、郵便の種別と料金のからみ

からくる、多様な加貼使用例が見られ
る。これらを織り混ぜた収集は、厚味
のある面白いものになってくる。
　しかし、そのすべてを採録するのは
難しい。その中で、集めて面白いのは
戦後しばらくの発行だが、本書での採
録範囲は分野によって異なり、筆者の
判断で決めている。本書が刺激となっ
て、戦後ステーショナリーに対する関
心が集まれば幸いである。 （天野安治）

［収録分野とその内容］
■普通はがき：適正使用、値上げ差額加貼、同収納印付き、特殊
取扱い、外信使用、少ない消印

■往復はがき：３つの基本型、返信部の少なさ
■記念・特殊はがき：適正使用、値上げ差額加貼、同収納印付き、
特殊取扱い、外信使用

■年賀はがき・暑中見舞はがき：適正使用（年賀、暑中見舞）、１円
加貼

■切手付き封筒・レターシート：適正使用、値上げ差額加貼、特殊
取扱い、外信使用、印面切り抜き

■小包はがき：適正使用、値上げ差額加重、同収納印付き
■外信用はがき・普通：適正使用、値上げ差額加貼、航空便
　・往復：３つの基本型、返信部の少なさ
■航空書簡：適正使用、値上げ差額加貼、値下げ加捺
■価格表記−通貨保険扱い−現金書留：制度、料金、封筒の変遷
の組み合わせ

■書留封筒：書留料金との組み合わせ

発行：公益財団法人日本郵趣協会
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◆旧大正毛紙30銭の単線12目打未使用
　筆者が田沢切手の収集を始めたころに愛読していた天野安治先生の『日本切

手とその集め方』（日本郵趣出版、1976 年）を紐解くと、旧大正毛紙切手の目打

に関して「（単線12目打の）6 銭、30 銭は1～2枚の発見で、まだ珍目打とし

て正式の市民権をえていません」との記述がある。当時は、旧大正毛紙の第二

次発行の 4 額面（6 銭・8 銭・30 銭・50 銭）の、櫛型 12×121/2 目打の使用

済を揃えている収集家さえ全国で数人しかおらず、8 銭以外の単線 12 目打に

至ってはほとんど幻の存在であった。少し努力すれば 4 額面の櫛型 12×121/2

目打の使用済を揃えられる現在とは、まさに隔世の感がある。

　それはともかく、現在では30銭の単線12目打の使用済はある程度発掘され

ており、台湾の据置貯金台紙に貼られた使用例も複数知られている。また、未

使用も TC&S（トマス・クック父子商会）の穿孔が施されたものが知られている

が、穿孔入りの未使用では満足できないという方もいるだろう。

　本品はその 30 銭の単線 12 目打の未使用である。リガム？ の記述がある裏

面の画像も示したが、マージンとセンターは悪くない。興味のある方は必ず下

見をして、納得の上でご入札いただきたい。

ＪＰＳオークション・プレビュー（60）
2019 年 7 月 6 日（土）14：30 〜  第 522 回より　山口　充

当コラムでは直近のJPSオー
クションに出品されるマテリ
アルから、注目の品を選んで
紹介します。（編）

【お問い合わせ先】公益財団法人 日本郵趣協会事務局 　TEL：03-5951-3311　FAX：03-5951-3315　メール：auc@yushu.or.jp

オークションカタログ購読料のご案内

最新情報はホームページで！

今後の「J PS オークション」開催スケジュール
回　数 開催日時（メールは締切日） 会　場 下見会

第523回★ ９月17日（火）  正午締切 − ９月７日（土）
第524回 11月16日（土）  13：00〜   都立産業貿易センター台東館 11月９日（土）
第525回 2020年１月18日（土）13：00〜   目白・切手の博物館 １月11日（土）
第526回★ ３月17日（火）  正午締切 − ３月７日（土）

年６回（税・送料込） 2,400円（JPS終身・維持・正会員 2,000円）

第
511
回

下見会

フロアの部

会場
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第2次印刷（AR2）５月中の実逓使用例
東京中央  1949.5.21. 差出、米国ペンシルバニア州ランカスター宛 ［80％縮小］

第2次印刷（AR2）62円料金時期初日（1949.6.1）の加貼使用例。荒井国太郎氏からハワイの河村照道氏に宛てた実逓便。
フラップも無傷で開封されている［80％縮小］

「航空書簡発行70周年  38円航空書簡の分類と使用例」より［本文20ページ］

定価1,000円（本体926円）


